
さいたま市立小・中・特別支援学校
空調設備整備・更新事業について

教育委員会事務局
管理部 学校施設整備課
学校教育部 おいしい給食サポート課

議題１

１
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近年の暑さ指数が３１℃を超過した日数 （環境省HPより）

• 地球温暖化に伴い、年々気温が上昇。

• 2024年は7－9月で暑さ指数が31℃を超え、屋外で運動

できない日が月の半分にも及ぶ。

• 運動できる機会が減ることで、休み時間など子どもたちの

活動の範囲も狭まっている。
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近年の暑熱環境

これまでの対策①

２

【普通教室・管理諸室】 ⇒空調設置完了
• 平成１９～20年にリースで空調整備を実施。

• 他政令市より一歩早く空調整備に取り組んだ。

【中学校特別教室】 ⇒空調設置完了
• 平成30～令和元年にESCO事業で空調整備を実施。

全国公立小中学校の普通教室への空調（冷房）設置率の推移
（文科省HPより）

普通教室・特別教室に設置した空調機

H20年に普通教室・
管理諸室の空調設置完了
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中学校体育館空調機 設置状況写真

【中学校体育館】 ⇒空調設置完了
• 令和４～８年に空調整備を実施。

• 停電時でも使用できる発電型のガス式空調機

と、ガスが途絶えても使用できる電気式空調機

を組み合わせた、災害に強い仕様（さいたま市

独自仕様）。

これまでの対策②

３

夏は体育館で体育の授業ができなかったが、空調が設置されて快適
に授業ができるようになった

～空調を設置した学校の意見～

大変快適な環境となったことで、真夏の炎天下でも部活動が活動で
きている

良好な教育環境の確保および災害時の避難所機能強化を達成

地域開放団体や、避難所担当からもご好評を頂いている
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４

早期に空調整備、更新をすべく事業手法を検討したが、
受注者（工事業者）の不足、市技術職員の不足、教育現場への負担
などの理由から、通常どおりの整備は難しい…。

体育館への空調設置は進んできたけど、
特別教室や給食室などは、まだまだ整備が進んでいない。
さらに古い空調が故障してきたら、修理が追いつかなくなるぞ。

普通教室・管理諸室は他市と比較して設置が早かった

ため、老朽化が顕著

※ ･･･現在設置されていない室、 ･･･現在設置されているが、老朽化が著しい室

※1 大和田小、沼影小除く ※2 一部特別教室（音楽室、図書室など）は除
く

現状の空調設備設置状況（令和７年度末時点）

小学校の体育館･特別教室･給食室及び中学校の武道場･

給食室は、空調設備が未設置

普通教室・管理諸室 空調設置経過年数

課題①：空調設備の老朽化 課題②：空調設備の未整備
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５

従来手法で整備が追いつかないなら、

国が推奨しているPFI方式を検討しよう！

※PFI方式…民間の資金と経済力・技術力を活用し、公共施設等の設計・建設・改修・更新や

維持管理・運営を行う公共事業の手法のこと

【メリット①】：工期の短縮化

• 民間企業のノウハウを活用でき、大幅な工期短縮が可能 ⇒早く整備できるため、教育現場の負担も軽減

【メリット②】：受注者・発注者の負担軽減

• 複数現場を同時に進めることでき、工事監理業務が軽減

• 一括で発注できるため、発注手間が軽減

【メリット③】：整備コスト削減

• 一括発注によりスケールメリットが図られ、コスト低減に繋がる

PFI方式で得られるメリット

【メリット④】：品質・管理面の向上

• 民間事業者の創意工夫により、品質・管理面などの提案を得られる

負担を減らせるだけじゃなく、工期の短縮化やコストの縮減もできて、
一石二鳥だ！



【給食室等】

• 調理員の作業環境確保のためにも、暑さ対策品を支給。

• 令和6～8年度で全校に対応実施。

• 令和9年度以降も必要に応じて、対応拡大を検討中。
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６

今後の予定

給食室で導入している暑さ対策備品一覧

気化式冷風機 ファンベスト アイスベスト 首巻保冷剤

【小学校体育館】

• 中学校同様、小学校へも令和8～10年度に

空調整備を実施。

• 中学校と同じく災害に強い仕様を踏襲予定。

PFI方式による空調整備までの対応

PFI方式なら従来手法と比較して

完成まで約10年短縮できる！

令和14年度に全市立小･中･特別支援学校への
空調整備を完了させる予定

そのほかの空調未整備箇所についても
暑さ対策品の導入を検討しているよ

PFI方式で進める場合、工事開始までに現場調査や整備計画の作成など

を丁寧に進める必要があるため、どうしても時間が掛かってしまう…


